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【国語】
・基礎基本の定着に向け、漢字の定着を図っていく。
・「資料の活用」、「文章を要約すること」など課題となる部分を今まで以上に学習活動に取り入れていく。
・学んだことを生かす学習に取り組み、生徒が知っていること、知っていて使えること、知っていても使えないこと
　を整理して、今後の学習に工夫していく。
【数学】
・基本的な計算を反復することで計算力を高めていく。
・設問の意味を理解し、数学的に説明できるよう、表現する力を養っていく。
・学習の中で、既習事項との関連性を大切にし、幅広い学習へとつなげていく。

Ｂ問題

伊勢原市立山王中学校

課題

授業の充実に向けた重点的な取組

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）　※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

・学校と家庭とが連携をとりながら、家庭学習の定着に向けた取り組みを推進していきたいと思います。
・携帯電話やスマートフォンを使う時間やマナーについて、生徒会を中心とした取り組みを継続して行って
　いきます。家庭でも、お子さんと一緒に約束事を決めるなど、家庭内での対話を重視していただければと
　思います。
・学習時に感じた「わからない」という思いを大切にし、それをそのままにするのではなく積極的に聞くという姿勢を
　大切にしてほしいと思います。
・地域の人たちと連携をとりながら、日常のあいさつを励行し、地域との結びつきを深める意味でも、
　地域活動・ボランティア活動などへの参加の機会を、継続的に行っていきたいと思います。

特長

質問紙

・基本的な生活習慣が整っている生徒が多い。
・授業で自分の考えを発表したり、文章で表現したり
　することを好む生徒が多い。
・学級会等で人の意見をしっかりと聞いたり、少数意見
　を尊重しようとしたりする態度が養われている。
・自己肯定感が高く、成功体験をしている生徒が多い。
・地域活動やボランティア活動に参加する生徒が多い。

・生徒の読書の時間は十分ではない。
・授業の中で目標が示されていた、授業の最後に学習
内容を振り返る活動を行っていたと回答した生徒が多
かった。

【国語】
・文章や資料からの必要な情報をもとに、自分の考えを
　記述することは概ねできている。

【数学】
・無答率が少なく、設問に対して前向きに取り組むことが
　できている。

【国語】
･目的に応じて文章を要約することに課題がある。

【数学】
・文章から必要な情報を選択し、的確に処理する能力
　に課題がある。

〔別紙様式〕

平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について

調査結果の分析と考察

Ａ問題

【国語】
・「話すこと聞くこと」に関する設問について、話の中心と
　付加的な部分との関係に注意することについて理解
　できている。
・「書くこと」について問題を最後まで読み、自分なりに考
　えて書くことができている。
【数学】
・基本的な計算や証明問題について概ね理解できてい
る。

【国語】
・「資料を活用」する力について課題がある。
・漢字の書き取りに課題がある。

【数学】
・関数に関することに課題がある。
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